
 
 
 
 
 
 

 

 
 

 

 

行動しよう 参加から 参画めざして 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1999 年 11月 19日（金）10:00～17:00 

会場：中央文化センターひばりホール 

主催:男女共同参画推進本部 

総理府 

府中市 

共催:府中市女性フォーラム・ 

男女共同参画都市宣言記念事業実行委員会 

 
 



男女共同参画都市宣言記念式典プログラム 

 

[日時]  平成１１年１１月１９日（金） 

[会場]  中央文化センター ひばりホールほか 

 

 開場・受付    （９：３０～１０：００） 

 開式       （１０：００） 

 第１部：オープニングセレモニー（１０：００～１０：３０） 

   １ 主催者あいさつ 

    ①内閣総理大臣官房男女共同参画室長  大西珠枝 

    ②府中市長  吉野和男 

   ２ 共催者あいさつ  実行委員長 小西厚子 

   ３ 来賓あいさつ  市議会議長 市川寛、都議会委員 比留間敏夫 

   ４ 男女共同参画推進本部報告 

     内閣総理大臣官房男女共同参画室長  大西珠枝 

   ５ 宣言文読み上げ 

 

 第２部：記念講演（１０：３０～１２：００） 

      「男女共同参画都市を創る」 

         講師  猪口 邦子 氏（上智大学教授） 

 

 

休 憩 ・ 昼 食 

 

 開場・受付   （１３：３０～１４：００） 

 第３部：講談  （１４：００～１５：３０） 

      「女もいきいき 男もいきいき 男女共同参画社会」 

         出演  宝井 琴桜 氏（女性真打ち第１号） 

 

 閉会      （１５：３０） 

 

会 場 移 動 

 

 ティー＆トーク （１５：３０～１７：００ ４階講堂） 



《第２部》10：30～12：00 

 男女共同参画都市宣言記念講演会 

 

 

 海外での生活の長い講師が、その広い視野と経験をもって、府中市における

都市宣言の意義、今後の課題について語ります。 

 講 師：猪口
いのぐち

 邦子
くに こ

 氏 

      上智大学法学部教授、米国エール大学政治学博士 

 

 

 

 

 

 

 

 

《第３部》14：00～15：30 

 講 談 

 

 

 

＜プロフィール＞ 

 上智大学を卒業後、米国エール大学大学院を修了し、政治学博士となる 

昭和５６年上智大学助教授を経て、平成２年同大学教授となる。 

＜著 書＞ 

・「戦争と平和」（平成元年吉野作造賞受賞） 

・「ポスト覇権システムと日本の選択」 
 

 

  女性をテーマにした講談で人気の女性真打ち第１号講談師が、男女共同 

参画社会をテーマに大いに語ります。 

出 演：宝井
たからい

 琴桜
きんおう

 氏 

     （女性真打ち第１号） 

 
＜プロフィール＞ 

 女性講談師真打ち第１号。男性主流の講談界に女性進出の気運をもたらし

先導的役割を果たす。 

「均等法物語（男女雇用機会均等法）」、「さらば育児なし物語（育児休業法）」

など女性をめぐる社会的問題や、平塚らいてふなど先駆的な女性の生涯をテ

ーマにした講談を創作。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



男女共同参画都市宣言             
 

わたしたちは、歴史にはぐくまれたふるさと府中を 

誇りとし、性別を超え、世代を超えて、互いに人として 

尊重し合い、共にいきいきと輝くまちをつくり続ける 

ために「男女共同参画都市」を宣言します。 

 

１ わたしたちは 男女が共に 社会のあらゆる分野に平等に 

参画するまちをつくります 

 

１ わたしたちは 一人ひとりが自立し 認め合い 心豊かに 

暮らせるまちをつくります 

 

１ わたしたちは 職場・地域・家庭において 男女が共に 

責任を分かち合うまちをつくります 

 

１ わたしたちは 国際社会の一員として 平和を愛する 

まちをつくります 

 

     平成11年11月 3日 
 

                 府 中 市      
 

 

 

府中市は、平成5年6月に「第２次府中市女性行動計画」を策定し、女性と男性が

対等なパートナーとして、社会のあらゆる分野に参画し、共に責任を分かち合う「男

女共同参画社会」の実現に向けて各種施策に取り組んできました。 

男女共同参画社会の実現は、21世紀のまちづくりの課題の一つです。 

そこで、身近な職場・地域・家庭から、性別にかかわりなく、従来の意識や慣習を

見直し、個性や能力が発揮でき、自分らしく豊かに生きることのできる社会を市民と

市が一体となって創りあげていくために、「男女共同参画都市宣言」を行います。 


